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5　試　験　結　果

1　ユズ肌栗の判定は外観的な症状と果肉硬度をも

もって判定した。外観的な症状は調査基準に従って肉

眼により判別を行った0

高接された85－4，八幸，87－25

50－14，二十世紀，および対照区の50－14にお

いて特有なユズ肌症状が現れた。特に二十世紀，八幸

において著しい発生がみられた。しかし，薪水，幸水

においては全くその発生は認められなかった（第1表）。

2　これ◆らユズ肌症状の果実の果肉硬度を測定した

結果は第2表に示すとおりであるが．八草，87－25，

二十世紀で発生程度別（小）において1．7毎以上の硬

度を示した。しかし，d5－4，50－14はいずれ

も1．5毎以下の硬度であり，ユズ肌果特有の果肉の粗

さはみられなかった。

5　八幸は早生種の青ナシとして，これから増楢の

期待される品種であるが，dO痴近くの果実がユズ肌

果が発生し，しかも症状の著しい果実の約20感が，

袋の中で帯窪部から胴部にかけて裂果が発生した。

4　果実の肥大については，ユズ肌菜の発生の著し

い場合は肥大が劣っているが，発生の認められない薪

水，幸水，では正常な肥大を示している。また，高捺

された枝の伸長については現在のところ著しく伸長の

悪いものは認められないが，接木される位置による伸

長の差異は発生している。

4　摘　　　　　要

高接更新によってユズ肌果の発生防止の可能な品種

は，現在早生系の赤ナシで注目されている，新水，幸

水である。両品種とも品質が優れ，果実の肥大も良く

有望な対策と考えられる。特に福島県の場合，長十恥

二十世紀の栽培の比率が高いため，出荷期を早めて有

利に販売すると同時に，労働力の競合を避けるために

も，ユズ肌樹に対して高接更新は極めて有効な方法で

ある。

ミスト利用による縁枝ぎし試験

－モミジ・ヒガンザクラにつレlて一

新田　斉モ富田高腐＊誉竹林　ぎ：＊＊
（＊福島県農改謙・＊＊福島県園試いわき支場・＊＊＊会津若松普及所）

1　ま　え　が　き

モミジ，サクラのさし木繁殖は，一部の種類では可

能であったが，発根困難な種類とされ，実用的にはほ

とんどが接木繁殖であった。

しかし，近年ミスト法，発根促進物質の利用等によ

り，さし木繁殖の実用性が検討されている。

業者等はこのたび，モミジ（デシヲウジョウ），ヒ

ガンザクラを用い，ミスト利用による線枝ざしについ

て検討した。その結果2・5の知見を得たので報告す

る。

2　さし木用土試験

1　試験方法

モミジのミスト法に適する用土組合わせを検討する

ため，さし木用土はピートモス，バーミキュライト，

鹿沼土，山砂を組み合わせ，7払理とした。

穂木は天葉が展開し，茎がやや木質化したものと，

秋伸びし，未展開葉が2－5枚の新桶の2処理とした。

さし木は8月22日に行った。参考としてサザンカ，

アザレアを用いた。

さし木床は25×45×8cmのポリカゴを用いた。

さし木場所はヨシズ覆いしたミスト室を用い，5時

から17時50分まで50分間隔，15秒スプレーのタ

イマー方式を用いた。

さし木後75日経過した11月5日に掘り取り調査

した。

各用土の三相，岬はさし木と同一の用土を素焼鉢

に取り，ミスト下に置き，終了時に調査した。

2　試験結果

活着割合は用土により異なり，バーミキュライト単

用の5多から，山砂の90多と大きな差があった（第

1表）。参考のサザンカはバーミキュライト単用で78・7感，

バーミキュライト7，山砂5および，鹿沼土7，山砂

5が100多の活着を示し，また，アザレアではピートモ

スの活着が良く，樹踵により用土は異なる。

モミジの活着の良かった用土は固相割合の高い用土

が良く，ややしまった感じの用土が良いと考えられるo

pHから見ると5．50～5．82の範囲の活着が良かった。

穂木の熱度による活着は，山砂では熟枝の55多に
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対して未熟枝の98多，鹿沼土では80射こ対して50　　質化の進まない穂木の活着が良かった。

密と，いずれの用土でも未展開葉が2～5枚のまだ木

第1表　モミジ（デショウジョウ）の発根割合と用土の三相・pH　（S44）

発 根　割 合 土　 壌　 三　 相 p K
区　　分

発根割合
未 1） 熟 め 気　 相 液　 相

固 痛 H 2 0 K C l サザンカ

痴 勿 俸 痴
′
5．4 5 5．0 0

％

5 5 2 5 4 5．5 5 R O 1 7 5 1 0

4 5 1 0 4 8．7 2 占．4 2 4．9 5．8 5 5．5 8 2 8．7

5 5 5 ス5 2 5．7 1 6．8 ム 1 2 4．4 0 7 8．7

8 0 2 0 5 2．5 4 5．9 2 5．8 5．5 1 4，1 9 1 0 D．0

8 0 5 0 4 1．5 5 7 1 2 1．4 5．8 2 4，7 0 4 °．7

7 5 4 0 2 5．0 4 5．8 5 5．4 5．8 2 4．8 2 1 0 0．0

9 0 5 5 2 占．8 2 8．4 4 8．8 5．5 0 4．1 5 8 5．5

アサレア

1　ピートモス10

2　ヒ」ト7，山砂5

5　ノ÷－ミュキライト10

4　パーミュ7，山砂5

5　鹿　沼　土10

°　鹿沼7，山砂5

7　山　　　砂10

注．1）未熟枝で未展開葉が2～5枚のもの。

2）熟枝で天薫が展開し，茎がやや木質化したもの。

5　さし木時期試験

1　試験方法

さし木時期を検討するため，接木d年生のモミジ（デ

ショウジョウ）と幹径10（瀧のヒガンザタラの新橋を用

い，8月14日，7月17日，8月17日の5回さし木

した。

用土は山砂を用い，穂木はいずれも約10mに調製

した0

併せて発振促進剤の効果を検討するためェクべロン

（工BA・塩野義），ZAA（Merch），NAA（東京

化成），ルートソ（石原産業）を用いた。さし穂調製

後，浅水で50分間水揚げし，所定の濃度で5秒間浸

第2表　デショウジョウの発根割合

演処理した。ルートンは水揚げ後，切口に塗付した。

さし木床，さし木場所は前試験と同じで，ミスト方

式は電気葉方式によった。区制は各処理とも1区20

個体を用い，2区制とした。

2　試験結果

モミジ（デシヲウノヲウ）

第2表に時期別発根割合を示した。

時期別発根割合は8月日日さし未が90帝と最も良

く，さし木期間が高温期に最も長く遭遇したと考えら

れる7月17日ざしでも72．5多と高い値を示した。枚

数，根長もさし木時期による差はほとんど認められな

かった。

　　 項 目

区 分

8 ．1 4 ～ 8 ．1 2 ヱ 1 7 ～ 鼠 2 1 8 ．1 7 ～ 1 0 ．2 5
平 均 発 根 率

発 根 率 枯 死 率 発 税 率 枯 死 率 発 根 率 枯 死 率

t I ． B ． A　 4 ．0 0 0 p p m

ヰ 痴 喀 喀 喀 痴 喀

8 1，5 5．5 d Z 5 1 0 ．0 8 0．0 ス 5 7 8 ．5

2． Ⅰ． A ． A　 4 ．0 0 0 8 0 ．0 5 ．0 7 7 5 2 ．5 8 2 ．5 5 ．0 7 5 ．5

5． Ⅰ． A ． A　 8 ，0 0 0 8 8 ．5 1 5 ．0 7 0．0 2 ．5 5 7 5 5 ．0 8 5 ．5

4． N ． A ． A　 4 ，P D D 8 0 ．0 5 ．5 2 ．0 1 5．0 7 5 ．0 2 ．5 5 2 ．5

5 ． 封． A ． A　 8 ，0 0 0 4 8 ．5 8 ，5 0 5 7 5 1 5 ．0 1 2 ．5 2 1．2

8． ル ー ト　ソ 8 1．5 5 ．5 4 7 5 5 ．0 9 0．0 0 7 5 ．0

ス　 無　 処 理 8 8 ．5 5 ，0 7 2 ．5 ス 5 9 0 ．0 0 8 5 ．7
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発根促進剤利片目こよる効果は無処理と比較して，い　　かった。

ずれも発現割合が低いo NAA・工AAとも4・000ppm　　板数・板長も発根割合と同様，発偲促進剤の効果は

と8，000ppmでは高濃度ほど低かった。特にNA Aは　　ほとんど認められなかった（第5表）。

その傾向が顕著であり，高温期ではほとんど発根しな

第5表　デショウジョウの発根状況

占．1 4 ～ 8．1 2 7 1 9 ′・－ 父2 1 8 ．1 7 ～ 1 0 ．2 5

枚　 数 板　 長 枚　 数 棍　 長 枚　 数 棍　 長 枚　 数

本
（7乃

5．2

本
ピ7花 本

m
本

4．4 5 ．1 4 9 5 ．2 5 ．1 4 ．9

4 ．5 5．7 4 ．9 4 ．2 8 ．1 5．8 5 ．2

4 ．9 5．5 4 ．9 4 ．5 1 8．7 5．8 5 ．5

5 ．5 5．4 8．5 2 ．9 7 2 4 ．9 8 ．5

5．8 2 ．7 －・ － 7 9 2．8 5 ．9

5 ．1 2 ．5 5 ．4 5．2 5 ．5 5．4 5 ．5

5 ．5 5．1 5．7 5．1 6 ．5 5 ．5 5 ．8

区　分

1．工．8．A4．000ppm

2．Ⅰ．A．A　4，000pp皿

5．Ⅰ．A．A　8．000pp皿

4．N．丸．A　4．000ppm

5．Ⅳ．A．A8．000ppm

d．ルート　ノ

ア　無　処理

ヒガンザクラ

5．7

5．8

5．9

5．7

2．8

5．0

5．2

（7花

発根促進剤処理区は，8月14日ざしではいずれの薬

結果は第4，5表に示した。　　　　　　　　　　　剤も無処理より劣った。また，7・8月ざしではI BA

無地理の発根割合は，天ざしでは8月から8月まで　　4．000ppm，ルートンが無処理と同程度の発根割合を

いずれの時期も90喀以上であった占茎ざしでは7月　　示した外は劣り，薬剤処理による効果は認められなか

ざしが＝5感と高い発根割合を示したが，8月ざしで　　った。

は775多とやや劣った。

第4表　ヒガンザタラの発根割合

処　　　　 理
さ し木 1）

部 位

占．1 4 一一8．1 2 7 1 7 ・・－ 8．1 2 8．1 7 ～ 鼠 1 2

平均 発 振 率
発 根 率 枯 死 率 発 根 率 枯 死 率 発 根 率 枯 死 率

1． 工． B ． A 4．OD O p p m

天

　 ′′

8 5．5

　 喀

5 （5．5

　 珍

9 0．0

　 痴

1 0．0

　 感

9 2．5

　 感

7 5

　 痴

8 2．0

茎 9 5．0 5．0 7 5．0 2 5．0 8 5．0

2．Ⅰ． A ．A 4，00 0 p p m

天 7 1．5 2 8．5 9 ス5 2．5 9 0．0 1 0．0 8 8．5

茎 9 2．5 7 5 7 7 5 2 2．5 8 5．0

5．工． A ．A 8．00 0 p p m

天 7 2．5 2 7 5 8 7 5 1 2．5 7 7 5 2 2．5 7 q 2

茎 8 2．5 5 7 5 7 5．0 2 5．0 8 8．8

4．が．A ．A 4．OD O p p m

天 d 5．5 5 8．5 8 5．0 5 5．0 7 5．0 2 5．0 d 7 8

茎 4 2．5 5 7 5 1 7 5 8 2．5 2 0．0

5．N ． A ．A 8，00 0 p p m

天 2 5．5 7 占．5 4 5．0 5 5．0 1．5 9 8．5 2 5．5

茎 7 5 9 2．5 1．0 9 R O 4．5

占．ル ー ト　ン

天 d d．5 5 5．5 9 7 5 2．5 9 2．5 7 5 8 5．5

茎 1 0 0．0
－ 7 7 0 2 2．5 8 8．5

エ　無　 処 理

天 9 0．0 1 0．0 9 5．0 5．0 9 0．0 1 0．0 9 1．7

茎 9 7 5 2．5 7 7 5 2 2．5 8 7 5

注・1）さし木部位　天：所棉天ざし　茎：新柄茎ざし
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しかし，板の数にかなりの差が認められた0いずれ　　また，発根部位は薬剤により異なる。無処理では切

の薬剤も無処理に比較して発根数が多く，5シーズソ　ロからの発根が大部分であったが，薬剤地理では茎か

の平均では無処理の9本に対して，NAA8．000ppmは　　らの発根が多くなり，特にNAAに顕著に現れた0　こ

20．7本，IAA4．000ppmは1ス1本と約2倍の発根　の傾向は天ざし・茎ざしとも同じ傾向であった○

数で，特に‘，7月ざしに顛著に現れた。

第5表　ヒガンザタラの発根状況

処　 理 lさ し稟

部 位

占．1 4 ～ 8．1 2 7 1 7 ～ 8．1 2 8．1 7 ～ 鼠2 0 平　 均

枚 数 択 長
発 根カ

部 位
枚 数 棍 長

発 馳 ）

部 位
枚 数 根 長

発 馳）

部 位
根 数 根 長

1．工B A 4，D DDp p m

天

本 d Ⅵ

A 一、・卓

本
ぐ〝‡
8

本
（コⅥ

C

本 （、m

1 8．8 6．7 1 鼠4 5．5 1 0．1 5．4 1 5．4 5．8

茎 2 Z S 5．1 B 鼠1 4．9 C 1 8．2 5．0

2．‡A A 4，00 0p p ln

天 1 2．0 鼠4 C ～一日 1 5．8 5．9 C 8．8 4．7 C 1 7 1 8．7

茎 1 7 8 7 1 C 9 9 4．2 C 1 5．8 5，7

5．I A A 8，000p p m

天 1 1．5 R S 8 ～ C 1 2．8 5．0 C 8．8 5．0 C 1 占．5 6．4

茎 1 鼠2 5．1 C 7 9 4、7 C 1 5．8 4．9

4．N A A 4，000p p m

天 1 5．5 8．8 A ～ B 2 5．2 5．0 A ～ B 1 2．1 4．4 B 1 8．9 6．1

茎 5 1．fミ 5．1 A ～ C 1 1．2 5．9 B 2 1．5 4．5

5．N A A 8．0OO p p m

天 1 7 0 6．7 A 2 8．8 5．0 A ～ 8 1 6．4 2．9 B 2 0．7 4．9

茎 2 0．0 5．4 A ・、ノ8 乱5 5．2 B 1 4．5 4．5

ム　 ル ー ト　ン

天 8 ．9 9 5 C 1 5．8 8．8 C R O 5，5 0 1 0．4 7 1

茎 1 ス2 5．8 ∋ 占．5 5．8 C 1 1．9 4．7

エ　無　 処 理
天 8．7 9 9 C 1 1．5 8．2 C 7 0 4．4 C 9 0 8．8

茎 1 1．5 8．5 C 8．0 4．5 e 8．5 5．5

注．1）さし木部位

天：新棉天ざし

茎：新梢茎ぎし

4　摘　　　　　要

モミジ（デショウジョウ），ヒカトンザタラを用い，

ミスト利用による録接ぎしについて検討した。

1　モミジ（デショウジョウ），ヒガンザタラは，

6月から8月まで，いずれの時期も良く，モミジ（デ

ショウジョウ）は85珍，ヒガンザクラは91帝　と高い

活着割合を示した。

2　さし木用土は固相割合の多い山砂が良く，pHは

2）発　根　部　位

A　　　　　　　8　　　　　　　C

5．5～5．8がよかった。

5　穂木の熟度はモミジ（デショウジョウ）では未

開薬が2～5枚の若い新梢が良く，ヒガ∵／ザタラも同

様新相の天ざしが良かった。茎ざしはやや劣った。

4　発根促進剤の効果はモミジ（デショウジョウ）

では，ほとんど認められなかった。ヒガンザタラは発

根割合では明確でなかったが，発根数から見ると，工B

A4，000ppm，工AA4，000ppm，ルート／の使用が効

果的と考えられる。


